
浮世絵が描く鎌倉幕府の物語　―個性豊かな御家人たち―
　

藤
澤
浮
世
絵
館
展
示

「
浮
世
絵
が
描
く
鎌
倉
幕

府
の
物
語
ー
個
性
豊
か

な
御
家
人
た
ち
ー
」
で

は
、
浮
世
絵
に
描
か
れ

た
個
性
豊
か
な
武
将
た

ち
を
、
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
と
と
も
に
ご
紹
介
し

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
①
鎌
倉
幕

府
の
初
代
将
軍 

源
頼

朝
、②
頼
朝
の
命
に
よ
り

江
の
島
へ
弁
財
天
を
勧

請
し
た 

文
覚
上
人
(
出

家
前
の
名
は
遠
藤
盛

遠
)、③
藤
沢
の
大
庭
地

域
を
本
拠
地
と
し
た
武

将 

大
庭
景
親
、④
鎌
倉

幕
府
の
初
代
執
権
と
し

て
頼
朝
を
支
え
た 

北
条

時
政
の
四
人
を
紹
介
し

ま
す
。

①
源
頼
朝

月
岡
芳
年
「
大
日
本
名
将
鑑　

源
頼
朝
」

明
治
一
一-

一
五
年
頃
(
一
八
七
八-

八
二
)

　

月
岡
芳
年
の
「
大
日
本
名
将
鑑
」
は
明
治
初
期
に
刊
行
さ
れ
た

全
五
一
点
の
浮
世
絵
か
ら
な
る
シ
リ
ー
ズ
物
で
す
。
神
話
時
代
か

ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
、将
軍
・
英
雄
・
戦
国
大
名
な
ど
の
「
名
将
」

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
作
品
に
は
、
源
頼
朝
が
由
比
ガ
浜
で
千
羽
の
鶴
を
解
き
放
っ

た
と
さ
れ
る
放
生
会
の
場
面
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
頼
朝
に
よ
る

放
生
会
は
文
治
三
年
(
一
一
八
七
)
よ
り
鶴
岡
八
幡
宮
に
て
行
わ
れ
、

そ
の
際
に
は
流
鏑
馬
も
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
源
義
経
が
衣
川
の
戦

い
で
自
害
す
る
の
は
、
二
年
後
の
文
治
五
年
の
こ
と
で
す
。

②
文
覚
上
人

豊
原
国
周
「
市
川
團
十
郎
演
芸
百
番 

文
学
上
人
」

明
治
三
一
年
(
一
八
九
八
)

　

明
治
の
浮
世
絵
師
・
豊
原
国
周
の
「
市
川
團
十
郎
演
芸
百
番
」

シ
リ
ー
ズ
の
「
文
覚
上
人
」。「
文
学
」
と
あ
り
ま
す
が
、
読
み
は

同
じ
で
す
。

　

文
覚
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期
に
か
け
て
の
真
言

宗
の
僧
侶
で
す
。
俗
名
は
遠
藤
盛
遠
と
い
い
ま
し
た
が
、
出
家
後

に
伊
豆
に
配
流
さ
れ
た
時
に
源
頼
朝
と
親
し
く
な
り
、
頼
朝
が
征

夷
大
将
軍
と
し
て
存
命
中
は
、
幕
府
側
の
要
人
と
し
て
大
き
な
影

響
力
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
頼
朝
の
命
で
、
江
の
島
ヘ
弁
財
天
を

勧
請
し
て
い
ま
す
。

　

藤
沢
市
の
遠
藤
に
は
、
遠
藤
盛
遠
を
地
名
の
由
来
と
す
る
伝
説

が
あ
り
ま
す
。
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浮
世
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り
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③
大
庭
景
親

歌
川
国
芳
「
石
橋
山
伏
木
隠　

大
場
三
郎
景
親
」

天
保
一
四
年-

弘
化
四
年
(
一
八
四
三-

四
七
)

　

平
安
末
期
に
藤
沢
(
大
庭
)
近
辺
で
活
躍
し
た
、
大
庭
景
親
で
す
。
武
者
絵

に
描
か
れ
る
の
は
戦
い
の
勝
者
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
時
々
の
歴
史
を
彩
っ
た

ヒ
ー
ロ
ー
達
で
す
。

　

景
親
は
関
東
平
氏
の
代
表
的
な
武
将
で
頼
朝
の
旗
挙
げ
に
対
抗
し
た
石
橋
山

で
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。
石
橋
山
の
戦
い
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
に
「
頼

朝
の
伏
木
隠
れ
」
が
あ
り
ま
す
。
頼
朝
が
合
戦
に
敗
れ
た
後
、
山
中
の
伏
木
に

隠
れ
て
い
る
の
を
、捜
索
し
て
い
た
梶
原
景
時
が
姿
を
見
つ
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

味
方
に
は
「
誰
も
い
な
い
」
と
告
げ
や
り
す
ご
し
、
頼
朝
を
助
け
た
と
い
う
も

の
で
す
。

④
北
条
時
政

月
岡
芳
年
「
芳
年
武
者
旡
類　

遠
江
守
北
條
時
政
」

明
治
一
六
年
(
一
八
八
三
)

　

北
条
時
政
は
源
頼
朝
の
岳
父
(
政
子
、
義
時
の
父
)
で
、
初
代
幕
府
執
権
と

し
て
初
期
の
鎌
倉
幕
府
を
支
え
ま
し
た
。

　

画
は
、
時
政
が
江
の
島
の
岩
屋
に
参
籠
し
子
孫
繁
栄
を
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
弁

財
天
が
現
れ
た
と
い
う
場
面
で
す
。
時
政
は
弁
財
天
に
恭
し
く
平
伏
し
て
手
に

扇
を
捧
げ
持
ち
、
扇
の
上
に
は
三
枚
の
鱗
が
遺
さ
れ
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

　

弁
財
天
は
右
手
に
鍵
(
宝
蔵
を
開
け
る
も
の
)、
左
手
に
宝
珠
(
如
意
宝
珠
)

を
持
っ
て
お
り
、
後
光
が
満
月
の
よ
う
に
輝
い
て
い
ま
す
。
荒
れ
狂
う
波
の
動

き
が
、
鱗
の
主
で
あ
る
竜
(
大
蛇
)
を
連
想
さ
せ
ま
す
。

魅力的な武将たちのエピソード！
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浮
世
絵
が
描
く
鎌
倉
幕
府
の
物
語

　

歴
史
の
物
語
を
描
い
た
「
武
者
絵
」
は
、
テ
レ
ビ
の
な
い
時
代
に
、
物
語
を
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
紹
介
す
る
人
気
の
メ
デ
ィ
ア
で
し
た
。
三
枚
続
き
の
作
品
の
中
に
描
か
れ
た
、
ド
ラ
マ
の
一
端

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
頼
朝
が
亡
く
な
っ
た
後
、
鎌
倉
幕
府
は
御
家
人
等
十
三
人
の
合
議
制
と
な
り
ま
し
た
が
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の　

人
」
は
、
こ
の
合
議
に
加
わ
っ
た
人
々
の

織
り
成
す
物
語
で
す
。
物
語
の
元
ネ
タ
は
、『
平
家
物
語
』(
鎌
倉
時
代
の
軍
記
物
で
、
琵
琶
法
師
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
た
)
や
、
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
を
描
い
た
『
曽
我
物
語
』(
鎌
倉
時
代

に
成
立
し
た
伝
記
物
語
)。『
太
平
記
』(
室
町
時
代
に
成
立
し
て
、講
釈
師
等
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た
)
な
ど
で
、そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、江
戸
時
代
で
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
し
た
。

幟
か
ら
顔
半
分
を
覗

か
せ
る
朝
比
奈
義
秀

(
和
田
義
盛
<
十
三
人

の
一
人
>
の
子
)

後
ろ
を
振
り
返
る
和

田
義
盛
(
左
)
の
視

線
の
先
に
は
、
北
条

時
政
(
頼
朝
の
岳
父
。

十
三
人
の
一
人
)

柱
の
左
に
子
、
万
寿

丸
(
源
頼
家
)
を
肩

に
乗
せ
た
源
頼
朝
。

そ
の
背
後
に
は
、
北

条
義
時
(
十
三
人
の

一
人
。
北
条
時
政
の

子
)

手
前
に
大
き
く
描
か

れ
た
比
企
能
員
(
右
)

と
梶
原
景
時
(
共
に

十
三
人
の
一
人
)

①
歌
川
貞
秀
「
鎌
倉
右
幕
下
焼
香
場

の
図
」
弘
化
元
年
(
一
八
四
四)

　　

源
頼
朝
は
、
文
治
元
年
(
一
一
八

五
)、
壇
ノ
浦
で
平
氏
を
滅
ぼ
し
た

の
ち
、
鎌
倉
で
父
義
朝
の
供
養
を
行

い
ま
し
た
。
右
幕
下
と
は
右
近
衛
大

将
(
頼
朝
)
の
居
所
、
あ
る
い
は
本

人
を
指
す
尊
称
で
す
。

　

重
臣
た
ち
が
居
並
ぶ
中
で
子
の
万

寿
丸
(
頼
家
)
を
肩
に
乗
せ
た
頼
朝

が
、左
の
軒
下
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

背
後
に
付
き
添
っ
て
い
る
の
は
北
条

義
時
(
北
条
時
政
の
子
)
で
す
。

　

画
中
に
は
当
時
の
御
家
人
が
一
通

り
見
ら
れ
、
左
手
前
に
は
、
比
企
能

員
と
梶
原
景
時
が
大
き
く
描
か
れ
て

い
ま
す
。

②
歌
川
芳
員

「
建
保
元
夏
五
月　

和
田
大
合
戦
」

安
政
二
年
(
一
八
五
五)

　　

頼
朝
没
後
の
合
議
制
に
加
わ
っ
た

十
三
人
の
う
ち
、
正
治
元
年
(
一
一

九
九
)
に
梶
原
景
時
が
弾
劾
さ
れ
翌

年
死
去
。
建
仁
三
年
(
一
二
〇
三
)

に
は
比
企
能
員
が
比
企
の
乱
を
起
こ

し
て
失
脚
し
、
つ
い
に
和
田
義
盛
も

執
権
北
条
義
時
と
不
和
が
生
じ
て
、

和
田
合
戦
へ
と
発
展
。
一
族
は
滅
亡

し
ま
し
た
。

　

和
田
合
戦
で
は
、
怪
力
、
大
男
で

有
名
な
義
盛
の
三
男
、
朝
比
奈
義
秀

が
大
奮
闘
し
ま
し
た
。

　

図
は
、
義
秀
と
対
戦
し
た
足
利
義

氏
(
足
利
尊
氏
の
祖
父
)
が
義
秀
に

鎧
の
袖
を
つ
か
ま
れ
た
も
の
の
馬
で

堀
を
飛
び
越
え
て
逃
れ
た
と
い
う
逸

話
を
描
い
て
い
ま
す
。
中
央
、
馬
に

ま
た
が
っ
た
義
秀
の
右
手
に
は
、
義

氏
の
赤
い
鎧
の
大
袖
が
握
ら
れ
て
い

ま
す
。
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